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１ 目的１）
英語音声学／発音記号を初めて日本に紹
介したのは東京高等師範学校（以下，東京
高師）の外国人教師の Ralph G. Watkin
（１８７３～？）で，明治３１（１８９８）年頃のこ
とであったといわれる２）。これに続いたの
が東京外国語学校の R. B. McKerrow（１８７２
～１９４０）だった（片山１９３５；竹中１９８２；
出来１９９４）。
それから約８年が経過した明治３９（１９０６）
年，英米留学から帰朝した杉森此馬（１８５８
～１９３６）が広島高等師範学校（以下，広島
高師）に英語発音学（当時の名称）を取り入れた。彼はオックスフォード
大で Henry Sweet（１８４５～１９１２）の謦咳に接し，「西の教師教育」の拠点
に最先端の音声科学を導入したのである３）（Sweet１８９９；杉森１９０９；松
村１９７１，１９９６；田邉２０１０）。
「発音学」の実技面を担当したのが同校の外国人教師 Percy Almerin
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Smith（１８７６～１９４５）だった。彼は演習で配布したプリントを Notes on Prac-
tical Phonetics.（以下，Notes）と題した小冊子にまとめて，明治４２（１９０９）
年に公表した４）（松村１９７７a）。
英語音声学導入以降の音声教育の実態を伝える史料は非常に少なく，未
解明の課題が数多く残されている。その意味において貴重な史料となる
Notes を読み解くことは，「ウエブスター式記号」（Webster’s diacritical
mark）からのシフトがはかられようとした明治後期の音声教育史におけ
る「未解明のピース」を埋めることにもなるはずである。
以上から，本稿では，まず Notes の著者 Smithの人となりを素描し，次
に，Notes で取り上げられている内容（英語音声項目，配列，説明の仕方，
工夫）などを通してその特色を明らかにする。最後に，英語教育史におけ
るこの小冊子の意義を考えてみる。
２ P. A. Smithの略歴と人物像
遠藤（編）（１９５４），松村（１９７７a）をもとに，Smithの略歴をまとめる。
米国イリノイ州で生まれた Smithは高校を卒業した後は実家の農場の
手伝いをしていたが，不幸な事故で体に不具合を生じたため，父親が校長
を務めていた地元のリバーサイドスクールで教師
になった。イリノイ州立大学に進学した彼は卒業
後，同大の数学専攻の助教授に任命された。
しかし海外伝道を calling（召命）と考えてい
た彼は，YMCAを通して日本の官立学校が教師
を募集していることを知ると，直ちにこれに応募
した。若さゆえであろうか，彼は合否の通知を受
け取る前にイリノイ州立大の職を辞し，明治３６
（１９０３）年に来日した。 図２：Smith
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年代 年齢 事項
明治９（１８７６）年８月８日 ０歳 米国イリノイ州ディクソンで生まれる。
明治２５（１８９２）年 １６歳 高校卒業後，実家の農場で働く。
明治２８（１８９５）年 １９歳
前年，大きな怪我をしたため農場での仕事をあきらめ，地元のリ
バーサイドスクールで教師となる。
明治３０（１８９７）年 ２１歳
他校で教師を務めた後，イリノイ州立大学に入学する。YMCA
に加入する。その後，休学をし，父親が危篤のためデイクソン高
校の校長代理となる。
明治３１（１８９８）年 ２２歳 父親死去。イリノイ州立大学に復学。
明治３３（１９００）年 ２４歳
イリノイ州立大学 YMCAの会長に選ばれる。YMCAのサマー
キャンプで，海外伝道事業に従事することを決意。母親死去。
明治３４（１９０１）年 ２５歳
イリノイ州立大学卒業，同大助教授に着任。代数・三角・解析等
を教える。YWCAの会長だったインネッド・ドレーパー嬢と婚
約。父親が残した農場を売却。
明治３５（１９０２）年 ２６歳 イリノイ州立大学夏季講習会で教育学及び英文学を学ぶ。
明治３６（１９０３）年 ２７歳
YMCAを通して日本の官立学校の教師募集に応募する。広島高
師に外国人教師として着任。インネッド・ドレーパー嬢と結婚。
明治３９（１９０６）年１２月 ３０歳 サバティカル休暇で帰国。イリノイ州立大学大学で研究を行う。
明治４２（１９０９）年９月 ３２歳
再来日し，広島高師に復帰。学生用の英語読本『西洋物語』およ
び Notes を執筆。スミス夫人も広島高師学校附屬中学で英語を教
える。
明治４４（１９１１）年
４月１０日
３４歳
東京築地教会の礼拝に出席。在日アメリカ聖公会ミッション入会
を決断する。
大正元（１９１２）年 ３５歳
広島高師を辞任。同上ミッションの京都教区の宣教師となる。三
重県津市に赴任。
大正２（１９１３）年 ３６歳
教会附属の夜学校の責任者となる。その後，福井で伝道活動を行
う。
大正５（１９１６）年 ３９歳 休暇帰国。
大正８（１９１９）年 ４２歳 金沢に転任。
大正１０（１９２１）年 ４４歳 北条校長に誘われ，教育視察の目的で朝鮮をまわる。
大正１１（１９２２）年 ４５歳 休暇帰国。
大正１２（１９２３）年 ４６歳 関東大震災の後，京都教区の主教代理となる。
昭和元（１９２６）年 ４８歳
主教着任のため彦根に移転。彦根高商英語教師を兼務しながら布
教活動や文化活動に従事する。
昭和６（１９３１）年 ５４歳
両親の慰霊のため，和風礼拝堂の建築を祈願し，彦根城の敷地内
に建築する。
昭和１４（１９３９）年 ６２歳 健康悪化のため帰国。
昭和２０（１９４５）年 ６８歳 オハイオ州で死去。
表１：Smithの略歴
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その思いが天に通じたのか，横浜滞在中に採用の通知を受けた後，直ち
に広島に赴いた。担当科目は Oral English，Recitation，Composition，
発音学の演習であった。
Smithの教え子であり，後に広島高師の教授となった浅地（１９７０，p．２）
はその頃のことを次のように回想している：
当時母校の英語教育を特徴づけたものは１）Phonetics ２）Direct Methodであっ
た。（中略）「発音学」は当時新帰朝の杉森先生が主として理論を教えられ，実地
練習は専ら P. A. Smithによって行われ，後に同先生は小冊子にまとめて印刷して
くださった。
同校では就任後，数年間勤めた後，契約更新前に休暇を得て，イリノイ
に一旦戻ったが，翌年には復職し，さらに６年を英語教育の発展に尽力し
た。それは高師の授業だけに留まらず，附属中学の教育にもおよび，例え
ば１年生の授業で附属の教官と team-teachingを行ったり，同校のカリ
キュラムや授業手法の基盤作りにも参画した（牧１９６８；松村１９８２）。
また学外では明治３９（１９０６）年創刊の英語専門誌『英語教授』の編集主
任（杉森此馬，J. I. Bryan編集顧問）を務め，さらには英語教員大会（第
２回～３回）で講師を務めたり，教え子たちや日本聖公会関係者からの依
頼を受けて授業参観・講演などを各地で精力的にこなした。
しかしながら明治４４（１９１１）年に在日アメリカミッション聖公会に加わ
り，来日当初の目的であるキリスト教の伝道にその身を捧げる決心をし，
元号が改まった大正元（１９１２）年，計９年間勤めた広島高師を辞した。校
長の北条時敬（１８５８～１９２９）は送辞のなかで「附属中学校ノ英語教授二対
スル新案及実際授業」（北条１９３１）と述べ，Smithの功績に最大の賛辞を
送った。
伝道を本格化させた Smithは三重，福井５），金沢，京都など教区を移り
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住みながら与えられた任務に邁進した。なお，昭和元（１９２６）年には伝道
のかたわら彦根高等商業学校でも英語を講じた。しかし一連の活動は心臓
に負担をかけ，しばしば体調不良となり，昭和１４（１９３９）年，帰国の途に
就くことを余儀なくされた。帰国後，体調は一旦回復したものの，疲弊し
た体は徐々に弱まり，昭和２０（１９４５）年，天に召された。
以上が Smithの略歴であるが，教え子はもとより，彼を知るすべての
人々が異口同音に記しているのが，その人柄である。広島高師の同僚であ
り，後に同校の教授となった栗原基（１８７６～１９６７）は次のように回想して
いる（遠藤（編）１９５４，p．４）。
外国宣教師の中には，永年日本に居ても，容易に「武装」を解くことが出来ない
人もあります。またこれと異って，人間味豊かに，日本人と同化し，日本趣味に
なじみ，日常生活にも同調して，「先生」としてでなく（ママ），友人として親しみ
ながら，気持ちも軽く働いている人もあります。これは個人の性分でありますか
ら，容易に優劣を云々するわけには行きません。スミスさんは始めから後者のカ
テゴリーに属していました。これが今なおその人徳が慕われ，多くの友人によき
感化を残し，このような「思い出」のヒーローとして私共に記念されることになっ
たと思います。
さらに広島高師英語部の第五回卒業生 勝部謙造（１９５４，p．１１）も同様
に：
自分の過去半世紀にわたる長い経験に依ると，スミス先生程日本の青年を愛し，
導き，而して一度知り合ったこれ等の人達に対しては，一生涯絶えず何等かの方
法で交りを保って来られた米国人はあまりないと思う。
と，Smithの人柄を絶賛している。
28 専修人文論集１０２号
このように Smithは，いわゆる庸外国人のなかでも人徳の高い人物で
あったと言える。そうした人物が教育面においても，抜きん出た優秀者な
教育者であったことは想像に難くない。
広島高師英語部第二回卒業生の牧一（１９５４）は以下のごとく，数学専攻
だった Smithが言語学，英語音声学といった彼にとってまったく未知の
専門領域を研究し，そこから得たものを学生に還元しようと努めていたこ
とを証言している。
スミス先生は偉大な人格者であったのみならず，又良心的な語学教師であった。
先生は大学に於いては，数学を専攻されたのであるが，英語の教師としては，常
に言語の研究を忘れられず，熱心に我々を指導された。英語音声学に興味を有し
且つ英語教授法，殊に外人教師の英語教授に関して，研究を積まれた。「ノーツ・
オン・ファネティクス」及び「ハンドブック・オブ・ティチング」は，先生のこ
の方面に於ける力作である。（p．２３，牧１９５４）
３ Notes の解題
３．１ 内容
では，Smithの努力の結果である Notes はどのような内容のものだった
のか。この項では Notes を読み解き，その特色を浮き彫りにすることにす
る。それは広島高師の教室という原的的な場所ではあったが，明治後期に
おける音声教育の実態を窺うことにもつながるはずである。
Notes はタテ２１cm×ヨコ１５cmの A５判菊版で，全体で８５頁の小冊子で
ある。表紙には Notes on Practical Phonetics. P. A. Smith, B.S. Hiroshima
Normal Collegeと記されている。「イントロダクション」（Notes には「イ
ントロダクション」という見出しはない）には；
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These notes are intended for class-room use, and hence many of the things spoken
of may be more or less obscure to those who have not heard the lectures which
they are intended to accompany. They may, however, prove of some value even to
those to whom some parts may be more or less obscure, and it is for that reason
as well as for the convenience of my own students that they have been put into
printed form. P. A. SMITH.
と執筆動機が述べられている。このなかでは Notes はあくまで教室での
使用のために編んだということ，実際に講義に出ていない場合，多少なり
とも理解があいまいなままに終わることがあり，それを避けるためにプリ
ント（活字）にして残す，という目的が述べられている。
Notes が英語音声学を将来，教える立場になる学生の便宜を第一に考え
て編まれたもので，現代風に言えば「教えっぱなし，話しっぱなしにはし
ない」という教育者としての Smithの教育姿勢を見てとることができる。
このように，「イントロ」の段階で彼の人柄と徹底的な姿勢が感じられ
る。
杉森がどのようにこの小冊子にかかわったのか，その比重はどうだった
かということは今後の課題であるが，杉森が持ち込んだ Sweet式の音声
理論をもとにしながらも，Smith独自の工夫があったと思われる。
さらにその Smith的視点は章立てからも窺うことができる。１３章から
成る Notes の目次を俯瞰すると，どのような音声項目が選ばれ，それらが
どのような配列で教えられていたのかということがはっきりとわかる。
最初は子音と母音の調音からはじまる（CHAPTER I～II）。ここでは子
音，母音のそれぞれの調音方法が日本語音声との比較例とともに簡潔にま
とめられており，日本人学習者が陥りやすい困難項目には，例えば以下の
ような注（Note）が施されている（p．４）。
Note. ―There are some students whose pronunciation of the consonant compo-
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nent of“ス”is too much like that of“シ”, due to the fact that the end of the
tongue is too low. The only remedy for this is in correcting the tongue position.
これに続くのが Arrangement of the Consonant and Vowel Soundsとい
う短い章である。この章では CHAPTER I～IIで扱われた個々の子音，母
音がどのような音声環境で現れるのかを整理してある。
CHAPTER IVは Length of Vowels Soundsを取り上げ，短・長母音の音
声特質が取り上げられている。
次の Comparison of Japanese and English Soundsは，文字通り，日英
音の比較である。子音では Fricative, Plosive, Nasal, Lateralに分けられた
Manner of Productionの表が示され，日本語の調音点との違いがわかるよ
うに工夫されている。
また母音では，Triangle名付けられた図とともに（図３），日英それぞ
れの母音が口腔内のどの位置で構音されるのかを示している。
Triangleは明らかに杉森（Sugiori １９０７b, p．２３）との合作であろう（次
頁 図４参照）。Smithの母音図は日本語の各母音の舌位を加えられ，比
表２：目次
CHAPTER I Articulation of Consonants.
CHAPTER II Articulation of Vowels.
CHAPTER III Arrangement of the Consonant and Vowel Sounds.
CHAPTER IV Length of Vowels Sounds.
CHAPTER V Comparison of Japanese and English Sounds.
CHAPTER VI Combinations of Consonant Sounds.
CHAPTER VII Combinations of Consonant and Vowel Sounds.
CHAPTER VII Combinations of Vowel Sounds.
CHAPTER IX Syllabic Consonants.
CHAPTER X Vocalic（r）.６）
CHAPTER XI Accent and Syllabication.
CHAPTER XII The Relation of Sound to the Authorized Manner of
Spelling.
CHAPTER XIII Voiced and Unvoiced Consonant Sounds, Initial and
Final.
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較対象が可能になっている。
CHAPTER VIは，日本人が英語の子音結合（Smithの用語では consecu-
tive consonant sounds，現在の consonant clusters）に困難を抱いている現
状から，子音結合の組み合わせを大きく２つのグループに分け，その類型
図３：Triangle of Japanese and English Vowels（p．２４）
図４：Vowels：杉森の母音図
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化を記述したものである。次の CHAPTER VII（p．５４）では，
（W）This sound, when it occurs before the lip rounded vowel sounds of（u:w）,
（uw）,（U）,（ou）or（o）or before the sound of（schwa）is far more difficult to ar-
ticulate clearly than before the other vowel sounds.
などのように，CHAPTER Iで取り上げた子音（w），（ w），（f），（v）（以
下省略）が，どう変化しうるかを簡潔にまとめている。子音・母音の分類
と同じく，ここでもその出現環境に関する法則が提起されている。
CHAPTER VIIIは同じく，母音に起こりうる変化である（例：母音の前
での theの音の変化）。CHAPTER IXは，（m）（n）（l）の Syllabic Consonants
をめぐるものである。次の CHAPTER Xでは Vocalic（r）が扱われている。
CHAPTER XIは accentと syllabicationである。日本人にとって英語音
声習得上の最大の困難点は，日本語のモーラと英語ストレスの違いに起因
する強弱リズムであることは現在も広く認められていることであるが，
Smithがこの点についても言及していることは注目に価する。彼は
（p．６５）；
The almost entire absence of all accent in the Japanese language makes the mas-
tery of this part of English pronunciation by Japanese students a somewhat difficult
matter.
と述べ，数頁を割いて英語アクセント（リズム）習得法をまとめている。
CHAPTER XIIは発音とつづり字の関係，その法則性についてふれ，最終
章の CHAPTER XIIIは，Voiced and Unvoiced Consonant Sounds, Initial
and Finalの音声現実（phonetic reality）に関するものである。
３．２ 特色
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以上，各章のポイントのみをまとめてきたが，次にこの小冊子の特色を
箇条書きにしてみる。
１）扱われた音声項目は，どれも「通じる発音」を習得するには不可欠
の項目であり，現在言われていることと大差はないことに気づかされる。
全体として個々の音にページが大きく割かれているが，超分節音の研究が
未発達であった時代ということを考えれば，これは納得が行く。
２）音声項目の配列に関しては，まず，個々の音は「子音→母音」となっ
ている。子音と母音のどちらが大切かということは早計には判断できない
問題ではあるが，その配列の決定には杉森が関わったものと推測される。
同時代に著された本邦初の体系的な英語発音学の著書である片山・
McKerrow（１９０２）が母音から取り上げているのとは対照的である（資料
１）。
超分節音については，CHAPTER XIに Accent and Syllabicationに限定
された記述があるが，超分節音の研究はこの時代緒に就いたばかりである
ことと英語母語話者と直接に接触する機会が現在と比べてはるかに低い明
治後期ということもあり，このような扱いになったと思われる。
３）音声表記に関しては，（I）sing（sI）（現行の IPAでは／I／），（U）
“pull”（pUl）（IPA ／ ／），“whet”（ wet）（IPA ／（h）w／，米音でしばしば
現れる／w／の前の／h／）など，現在では音質の違いとして常識となってい
る音声表記上の区別が施されている。
図３～４に示したように，この表記上の秀逸さは Sweetの音声学が下
敷きとなっているとはいえ，それを師範教育の教室に導入したのは英語音
声教育史上，画期的なことと言えよう。にもかかわらず音質の違いを反映
した表記法が広まったのは IPAが広く認知されることになった近年のこ
とであった（南１９８７；早川２００５）。
４）個々の音ではさらに母音の長さへの注意喚起（音声環境における長
母音の伸縮性；例 feed―feetにおける／i（）／の長さの違い），移行（わたり）
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音（例：“eat”（ijt））など正確な音声知識の伝達が試みられている。
５）各音声項目の説明（description）では，「日本語という既知のもの
から→新音声項目の知識」という手順，すなわち日英比較が中心となって
いる。例えば，The sounds of“ワ”（W），“パ”（P），“バ”（b），“マ”，
“ン”，（m）という箇所（p．１０）にある語尾の（n）については，以下のよ
うな記述がある。
A good method of teaching the student to pronounce the sound of final（n）cor-
rectly is to take such a word as ‘pen’（pen）, and if he pronounces it as（peン）, tell
him to pronounce the word ‘pet’（pet）a few times. Then tell him to pronounce
（pen）bringing his tongue to the same position for the sound of（n）that he did for
that of（t）. This will usually set him right and if followed up by persistent practice,
will bring about fairly good results.（p．１０）
学生が自らの日本語の音声スキーマを「軸」（pivot）として，新たな英
語音声スキーマを形成するという手法は，尺・須藤（述）（１８７２）以降，
日本の英語音声教育史上ではおなじみで目新しいことではないが（高木
１９８７），Notes の記述はコンパクトであり，上述の通り，これから現場に
出て生徒・学生を教える立場にある広島高師の学生の現状を踏まえたもの
であった。
６）音声学知識の提示の仕方に関連して，Notes 最大の特長は音声現象
の背後で働くルールを分類し，その類型化を試みたことであろう。
確かに CHAPTERの最初から個々の音に関する分類化が図られている
が，それが最も顕著に表れているのが，彼が combination of consonants
と呼んだ子音結合である。
子音結合を「同じ音声器官」（Group I）と「違う音声器官」（Group II）
で構音されるものに大別し，さらにそれぞれの調音点と語における出現位
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置という観点からの区分を試みた（資料２）。この分類には元々の専攻で
あった数学の視点が感じ取られる（これに杉森がどの程度関与したのかは
不明である）。子音結合に関しては，戦後，安井（１９６２）が英語学からの
視点で類型化をはかり，学位論文としていたが，その半世紀以上も前の１９００
年代初頭に Smithによってその素地が敷かれていたことは驚嘆に値する。
繰り返しなるが，Smithはあくまで杉森の補佐であり，彼自身がこうし
た項目の選別，配列などにどれだけ関与していたのかは不明である。しか
しながら，取り上げられた項目はすべからく，当時の日本人学生の英語発
音上の困難点を色濃く反映しているものと考えても差し支えはあるまい。
こうした特色を持つ Notes が演習でどのように用いられていたかの具体
的な記述は残念ながら今のところ未見である。ただ唯一，教え子のひとり
で，後に広島高等師範学校の教授を務めた Sugai（須貝清一）が残した文
からは演習の様子をかろうじて窺うことができる。
Among the few things I remember were his classes of phonetics and composition.
In the phonetics hours we, one by one, picked out five or ten single words and dic-
tated them to the rest of our class-mates and the professor. Of course, our pronun-
ciation was far from being prefect（ママ―著者）and when the words were mispro-
nounced they were jotted down as they were pronounced, and later candidly criti-
cized by the professor. This helped us greatly in correcting pronunciation and in
phonetically transcribing English words correctly.
…I remember he used to make remarks with a sigh, “This is one of the old gray-
haired mistakes,” indicating that we made same（kind of）mistakes repeatedly. We
were greatly abashed and vowed in our heart that we would never repeat such fool-
ish mistakes.（Sugai 1954, p.32―33）
このなかには学生自身が数語を発音し，ほかの学生が書き取るという手
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法が述べられている。これはロンドン学派で音声学を受講した者にはおな
じみの ear-trainingに近いものだったのではないかと推測される。学生に
体験をさせ，そこから問題となった音の記述の復習，独習ために，すなわ
ち学生の自主学習のために編さんされたのが Notes だったのであろう。
４．まとめ
上述のごとく，Smithの専門は英語教育ではなかったが，彼は広島高師
で杉森に出会い，仕事上の責務から英語音声学を組織的に学び，それに自
分自身の工夫を加えて，実践に応用した人であった。
彼の努力，その取り組みをまとめた Notes は専門書然としたものではな
く，あくまで将来，教壇に立つ学生の観点からのものであった。Sweetの
音声学を日本人学生の音声能力の現状，その困難点を加味し，噛み砕き，
かつ元数学者としての創意工夫に満ちたものだった。
確かにどこまでが杉森の考えで，どこまでが Smithによるものだった
のかはっきりとした線引きはできないが，英語音声教育史の観点からは，
Notes は日本で初めて公表された「応用英語音声学」とも呼べる小冊子だっ
たと捉えることができよう。
文法・翻訳式にもとづく変則式の英語教育が全国で強化され，そのアン
チテーゼとして英語音声能力の重要性が叫ばれ出した時代に，Speech Pri-
macy（音声優先主義）の現場である英国から杉森が持ち帰った最先端の
英語音声学理論をいかに現場指導へ融合するかのひとつの試みが広島高師
で行われ，その実践面に尽力したのが Smithであり，Notes はその effort
の遺産だったと言える。
広島の学び舎から巣立った多くが日本の英語教育を代表する英語教師に
なった。彼らが学んだ英語音声学，その内容，付随する指導技術は卒業後，
各地の学校から全国へと「発信」されたはずだったが，それでも文字を重
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視する変則式の教授法を打ち負かすことはできなかったことは歴史の語る
ところである。
本稿の最後にはMrs. Smithの言葉を引用するのが最も適切だと考える。
…スミスさんは広島高等師範学校の英語教師として，学生が最も必要としている
ことは何であるかを見出そうとし，またその必要性を満たすために最善の努力を
傾けました。彼は既に附属中学校でも各クラス毎週一時間を教え，卒業後，学生
達が実際にする仕事の性質を理解しようとしていました。彼はまた音声学を組織
的に研究して，その成果を学生に教えました。彼はまた「英語教師の友」という
雑誌を発行しましたが，これは官公立学校その他の学校の英語教師のための雑誌
でありました。その上，スミスさんの家庭は何時も解放されていて，将来官公立
諸学校の英語教師となる青年達を歓迎しました。（p．７７，スミス，インネッド １９５４）
＊本研究は２０１２年度専修大学国内研究の助成を受けたものである。
＊＊故 松村幹男先生から Notes を貸与していただくことで本研究を大きく進展させるこ
とができた。にもかかわらず，論文化に大幅な時間がかかり，生前にお届けすることが
できなかった。ここにお詫びするとともに御御霊に本稿を捧げたい。
注
１）本稿は，日本英語教育史学会第２６回全国大会（２０１０年５月１６日，大学コンソーシア
ムあきたカレッジプラザ）での口頭発表をもとに，その後収集した史料を加え，大幅
に修正したものである。なお，本稿で引用した史料における旧漢字はできるだけ常用
漢字に書き改めた。
２）英語音声学／発音記号の日本への導入には２つの経路が認められている。
経路 年 代 事 項
１
明治３１（１８９８）
年頃
東京高等師範学校教師 Ralph G. Watkin（１８７３～？）による
Sweetの Broad Romic方式の導入が本邦初とされる（片山
１９３５，p．２３）。次いで東京高師外国人教師の R. G. Watkin（１８７３
～没年不詳）がその方式を，Braduryの宿に同宿していた東
京外国語学校の R. B. McKerrow（１８７２～１９４０）に伝え，
McKerrowが東京外国語学校で実践した。そのときの講義メ
モを片山寛（１８７７～１９７７）が出版した（片山・McKerrow１９０２）。
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２
明治３９（１９０６）
年頃
広島高等師範学校の杉森此馬（１８５８～１９３６）が英米留学から
帰朝し，英国で受講した H. Sweetの講義のメモをもとに「発
音学」（理論）を講じた。外国人教師 Percy A. Smith（１８７６
～１９４５）が「発音学」（演習）を担当した。
このうち，経路１は比較的知られるが（大村１９５７，福原（監）桜庭・他（編）１９７８；
竹中１９８２；南１９８７；早川２００５），経路２への認知度は低い。なお，東京高師への導
入が外国人教師によるものだったが，広島高師では杉森という邦人初のものであった
ことは特記すべきである。杉森は（１９３２，p．１９０―１９１）；
私は Oxford大学に参りまして，Henry Sweetの発音学の講義をきくことにしま
した。まあこれで phoneticsの大体は諒解することが出来たのであります。翌年
四月にこの phoneticsを広島高師の室で講義いたしました。日本の学校に pho-
netic symbolsを始めて教えましたのは私であります。
と述べている（下線部 著者）。
３）杉森が受講した Sweetの講義内容は Sweet（１８９９）とほぼ同じものだったと推測さ
れる。同書は戦後も再版され，訳書も出版ある。
４）福井では現在の敦賀市にある日本聖公会敦賀キリスト教会で活動を行っていた。同
教会には俳優 大和田伸也氏の父親である大和田勝氏が通っていた。NHK総合 TVの
番組，「ファミリーヒストリー」（２０１７年１２月６日放送）では Smithと一緒に映る勝
氏の写真が放送された。
５）伝道の最後の地となった滋賀県彦根市では，Smithの意志を継いだ「NPO法人ス
ミス会議」という団体が平成になって立ち上げられた。
http://smith-meeting.com/about/
６）杉森・Smithは発音記号には丸括弧を使用した。本稿ではこれを踏襲する。
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資料１ 片山寛・McKerrow（１９０２）の目次
第一編 音及び其記号
第一章 総論
第二章 発音機関
呼吸器
声帯
口腔
第三章 母音，父音，熟音
母音
父音
熟音
第四章 母音
長母音
短母音
半二重音
二重音
第五章 強勢
弱勢母音
第六章 父音
連続音
流動音
鼻止音
止音
l，m，nの熟音構成音
第二編 文字及び其読方
第一章 Alphabet
第二章 文字発音の概則
第三章 文字の発音法
母音字
強勢を有する場合の母音字の発音
二重字及び三重字
強勢を受けざる場合の母音字
父音字
発音を誤り易き詞
英語に用いらるる数個の発音符号
略詞の発音
数字，貨幣，重量，容量等の読方
半ば英語となりたる語詞
半ば英語に化したる外国詞の略表
拉丁及び希臘詞の発音
第三編 強勢及び文章
第一章 詞の強勢
詞の強勢の不規則なるを，及
び其理由
語尾の強勢との関係
詞の意味及び用法に因て変ず
る強勢
第二章 合成詞の強勢
第三章 文章強勢
文章強勢の種類
文章弱勢
文章強勢
弱勢に於て特別の形を有する詞
第四章 音節
第五章 語調
付録
一種以上の発音を有する詞
英語発音学に関する著書
発音学に関する教師の参考書
読本類
重なる発音記号一覧
発音小辞典
固有名詞発音辞典
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第七章 母音及び父音の分
類法
母音
父音
資料２ Notes で取り上げられた音声項目とその配列（抜粋）
CHAPTER I Articulation of Consonants.
１．（w） ２．（ w） ３．（f） ４．（v） ５．（） ６．（） ７．（s） ８．（z）
９．（） １０．（） １１．（j） １２．（r） １３．（h） １４．（p） １５．（b）１６．（m）
１７．（t） １８．（d） １９．（n） ２０．（k） ２１．（g） ２２．（） ２３．（l）
CHAPTER II Articulation of Vowels.
１．（i） ２．（I） ３．（e） ４．（e） ５．（ε） ６．（æ） ７．（） ８．（a）
９．（	） １０．（	） １１．（o） １２．（U） １３．（uw）１４．（
） １５．（）
CHAPTER III Arrangement of the Consonant and Vowel Sounds.
１．（ w）“whet”（ wet） ２．（w）“wet”（wet） ３．（f）“ferry”（ferI）
４．（v）“very”（verI） ５．（）“thin”（in） ６．（）“this”（is）
７．（s）“rice”（rais） ８．（z）“rise”（raiz） ９．（）“nation”（nein）
１０．（）“vision”（vin） １１．（j）“you”（juw） １２．（r）“rat”（ræt）
１３．（h）“had”（hæd） １４．（p）“pat”（pæt） １５．（b）“bat”（bæt）
１６．（t）“too”（tuw） １７．（d）“do”（duw） １８．（k）“back”（bæk）
１９．（g）“bag”（bæg） ２０．（m）“my”（mai） ２１．（a）“no”（nou）
２２．（）“sing”（sI） ２３．（l）“lie”（lai） ２４．（t）“chest”（test）
２５．（）“jest”（est）.
１．（ij），（ij）“eat”（ijt） ２．（i）“review”（rivjuw）
３．（I）“sit”（sIt） ４．（ei），（ei）“say”（seI）
５．（e）“set”（set）“senate”（senet） ６．（ε）“care”（kεr）
７．（æ）“cat”（kæt） ８．（）“calm”（km）
９．（a）“lot”（lat） １０．（	）“song”（s	）
１１．（	）“saw”（s	） １２．（o）“obey”（obei）
１３．（ou）“so”（sou） １４．（U）“pull”（pUl）
１５．（u）“unite”（junait） １６．（uw），（u:w）“shoe”（uw）
１７．（）“about”（baut） １８．（
）“but”（b
t）
１９．（ai）“lie”（lai） ２０．（au）“out”（aut）
２１．（	i）“boy”（b	i） ２２．（juw），（ju:w）“use”（juws）
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CHAPTER IV Length of Vowels Sounds.
Long……（ij），（ij），（ei），（ei），（ε），（），（），（ou），（uw），（uw），（juw），（juw），
（ai），（au），（i），and sometimes（）
Short……（i），（I），（e），（æ），（a），（），（o），（U），（u），（），（）
CHAPTER V Comparison of Japanese and English Sounds.
１．The sounds of “ワ”，（W），“パ”，（P），“バ”，（b），“マ”，“ン”，（m），“ス”，
（s），“ズ”，（z），“ト”，（t），“ド”，（d），“ナ”，“ン”，（n），“ヤ”，（j），“カ”，
（K），“ガ”，（g），“ガ”，“ン”，（），“ハ”，（h）
２．The sounds of “シ”，（），“ジ”，（	），“ラ”，（r），“リ”，（r）
３．The sounds of “フ”，（ w），（f），（v），（
），（）and（l）
CHAPTER VI Combinations of Consonant Sounds.
Group I（以降，省略）
